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まちかどトーク（西条地区）議事要旨 

 

日時：令和 8年 1月 27 日（火）18:30～20:15 

場所：西条地域交流センター 

参加者：38 人 

         

１ 市長あいさつ 

 

２ 市政に関する説明  

「まちづくりと道」について道路整備課から説明の後、質疑応答 

 

参加者 

廃止されたコミュニティバス「こみち」に代わるような安価な運賃の交通手段がない。

道路整備も重要だが、運転が出来なくなった高齢者が外出できる環境を考えてほしい。 

 市長 

  交通事業者と一緒に市全体のバス網の充実について意見交換をしている。ドライバー不

足などの課題もあり、現状路線の維持も困難な状況の中で、各事業所の交通資源の中で、

できること、できないことを整理しているところ。不採算路線の合理化や担い手不足へ

の対応による減便がさらなる利用者減少につながる悪循環にならないよう、バス路線の

維持が困難な状況を変えていきたい。 

 参加者 

四屋地区は千保川と小矢部川の合流地点であり、毎年、田んぼに浸水被害が発生してい

る。排水ポンプ場周辺を整備して「川の駅」のような施設にしてはどうか。 

 参加者 

  積雪時、歩道の除雪が行き届いておらず、子どもや高齢者が不便を感じている。早期の

除雪やロードヒーティングの導入などを検討してほしい。 

 道路整備課 

 除雪に関してご不便をおかけしている。除雪の基本方針は「自助・共助・公助」であり、

地域にご協力いただくことは不可欠である。通学路等の危険箇所の除雪などは、除雪対

策本部が要請を受け、随時対応している。ロードヒーティングなどの導入は困難であり、

基本的には機械除雪での対応を図りたい。 

 市長 

 歩道の除雪が行き届かず、ご不便をお掛けしていることは十分承知している。通学路等

の除雪要請については、除雪対策本部へ連絡してほしい。 

 参加者 

  「歩いて楽しいまちづくり」について、市内のどこを歩いた際に楽しいと感じているか

教えてほしい。 

 市長 

 高岡古城公園、高岡大仏、山町筋、金屋町周辺のまちなかは歩いていて楽しいと感じる

が、買い物が出来るお店やベンチがあると更に良い。バスでの移動と徒歩を組み合わせ
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ることが重要と考えている。街の中心部の車両の通行を制限し、用水路を暗渠から開渠

にする取組を実施している金沢市の例は参考になる。 

 道路整備課 

 現在、国が整備を進めている高岡環状道路（下田交差点から高岡北 IC までの区間）が

繋がることで、市の中心部を通過する車が環状道路を通るため、中心部の交通量が減少

し、歩行者が歩きやすくなると考えている。 

 参加者 

  今後の市民会館跡地の活用について、どのように考えているのか。 

 市長 

  跡地は現時点では駐車場が便利だとの意見が多く、現状維持の予定である。お堀のヘド

ロを一時的に置いておく場所に使うなどの意見もあり、活用について議論していきたい。 

 参加者 

  道路整備について、市長はどのような思いで優劣をつけているのか。 

 市長 

  優劣を決めるのは難しいが、「歩いて楽しいまちづくり」や市内のどこで暮らしていて

も、車に頼らずに移動できる街を目指している。 

 参加者 

  金沢や小杉の道路には旧北陸街道であることを示す案内板が設置されている。高岡市に

もこうした案内板があれば、歴史を思い描きながら歩き、楽しさや街への愛着につなが

ると思う。 

 市長 

歴史やゆかりの人物を示す案内板はもっと増やすべきと考えている。古城公園内は古い

案内板が多く、汚れてしまっているため、まずはそうした既存のものの整備を進めたい。 

 

 参加者 

市内に水辺は多いが、千保川など歩いていても「ほっこり」できる場所がない。川沿い

の遊歩道の拡幅や小矢部川との合流点の木町周辺などに船の発着場を整備するなど、も

っと水に親しめる環境があれば魅力的な街になると思う。 

 

３ 意見交換 

  「高岡市人口ピラミッド」を基に、市長より説明の後、意見交換 

 

 参加者 

富山県は年間を通して雨や雪の日が多いため、そもそも歩く習慣がない。「歩いて楽しい

まちづくり」を目指すにあたり、悪天候時の対応をどのように考えているのか。 

市長 

歩く習慣がなくても、公共交通を利用する仕掛けづくりなどを通じ、少しずつ意識を変

え、天候が悪くても外出したくなるまちづくりを目指したい。 

 参加者 

近隣への人口流出も多いが、能登地域からの転入が多い。能登地域との交流を活発にす
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るとともに、工場跡地を宅地開発することで人口増加に取り組んでほしい。 

 道路整備課 

工場跡地に新たな企業が誘致され、従業員が移り住むことで、人口増加に繋がる可能性

もある。一方で、都市計画法の市街化調整区域を定めることで、人口密度が低い地域の

広がりを抑制している。市街地をさらに広げると整備が行き届かなくなるデメリットも

ある。 

 市長 

民間デベロッパーなどからの土地開発の要望があれば、市として協力したいと考えてい

る。 

 参加者 

西条地区には公園が少ない。20～30 人程のこどもが集まって遊べる公園を整備してほし

い。 

 市長 

こどもの遊び場の整備については、市役所内でご意見を共有したい。 

 参加者 

自転車が通行しやすいまちづくりを進めてほしい。既存の道路にブルーの線を引き、自

転車の通行位置を明確にするだけでも効果があると思う。市内のレンタルサイクルは、

利用している人が少ないと感じる。 


